
－，81
市報

9月号
No. 251

発行／毎月5日

笛編集・発行／高萩市役所市長公室念02932 (3) 2111

｛

ー

スタート起点には、歩く 、走るのコースの注意

が書かれたプログラム標示板が建てられ、わか'）

やすくなっています。

太平洋を一眺できる健康マラソンコースで、運

動不足の解消はいかがですか？

コースには、車の乗り入れはできません。注意

してください。

歩いたり、走ったりの5段階に分けられた健康マ

ラソンコースが､高萩海岸の提|坊上にできました。

このコースは、県が設置したもので、高萩中学

校の東側海岸提|坊の路面にスタート ・ゴールの標

示がしてあ') 、北へ｢h]かって関根川河口を折り返

えしとするコースか標示され、往復1 ．9キロメー

トルのコースとなっています。

運
動
不
足
の
解
消
に
一
役

・可”壽畔叩詑一叫肥叩識

あ

岸
た
も
いに

マ
ラ
ソ
ン
コ
ー
ス

為
一
藻 高萩市市民憲章

“ Ⅲム Ⅱ ⅡⅡⅡⅡⅡ Ⅱm

人口の動き

1月1日現在

人 口 32， 532

男 15 ， 987

女 16， 545

世 帯 9， 492
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自然をたいせつにし、美しいまちをつくりましょう

きまりを守り、明るいまちをつくりましょう

礼儀を正しくし、うるおいのあるまちをつくりましょう

元気で働き、豊かなまちをつくりましょう

思いやりのある、あたたかいまちをつくりましょう

１
１ 前月比

（＋24）

(+20)

（＋4）

(+10)

１

１

三

茨城放送「高萩市政だより」は毎週日曜日、午前9時20分から。テレホンサービス「市政案内」は(3) 1151 . 1152です。
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ゞ

税
務
課
で
は

毎
日
受
け
付
け
．
：
…
○

市
県
民
税
の
出
張
に
よ
る
申
告
指
導

や
、
受
け
付
け
を
二
月
十
九
日
か
ら
別

表
の
日
ど
り
で
行
い
ま
す
。

ま
た
、
二
月
十
六
日
か
ら
三
月
十
六

日
ま
で
、
市
役
所
税
務
課
で
毎
日
受
け
付

け
い
た
し
ま
す
。
（
土
曜
日
の
午
後
、

日
曜
日
は
、
受
け
付
け
し
ま
せ
ん
。
た

だ
し
、
三
月
十
五
日
（
日
）
は
平
常
ど

お
り
受
け
付
け
い
た
し
ま
す
。
）

《
切
砺
１
儲
八
鮮
崎
勒
隙
入
岱
ｖ
も
げ
ふ
吾
咋
町
夕
Ｙ
＃
ｒ
２
ｆ
ム
ダ
Ｙ
３
Ｅ
酬
鷺
Ｊ
評

》
今
年
も
市
県
民
税
の
申
告
時
期
》

》
と
な
り
ま
し
た
・
申
告
の
期
間
は
苓

垂

》
’
一
月
十
六
日
か
ら
三
月
十
六
日
ま
一

一
で
毒
酎
岼
申
告
し
て
納
得
い
く
税
》

一
金
を
納
め
ら
れ
る
よ
う
ご
協
力
く
《蓋

》
だ
さ
い
・

《
ｆ
鋤
…
…
傷
…
ｒ
…
…
…
…
…
八
！
…
…
緋
』

易申
告
の

必
要
な
人
は
…
…
○

今
年
一
月
一
日
現
在
、
高
萩
市
内
に

… ２月
陥
日
か
ら

民
税
の
申

珍
移
”
"
"

多
彩
多
謬
移
″

"
”

諺

申
告
書
に
住
所
、
氏
名
（
フ
リ
ガ
ナ
）
り

扶
養
親
峡
穐
な
ど
必
要
な
こ
と
か
ら
を
と日

吉
い
て
く
だ
さ
い
・

のけ

持
っ
て
く
る
寸１け

必
要
な
も
の
は
・
．
…
・
○
受と

申
告
を
す
る
と
き
に
必
要
な
も
の
は
、
導こ日

次
の
と
お
り
で
、
か
な
ら
ず
持
参
し
て
刃０

く
だ
さ
い
・

生
巨

○
印
か
ん

申

○
収
支
を
明
ら
か
に
し
た
帳
簿
、
耆

類
（
給
与
所
得
者
は
源
泉
徴
収
票
）

居
住
し
て
い
た
人
で
、
営
業
、
農
業
、

そ
の
他
の
事
業
、
株
の
配
当
、
不
動
産
、

帷
収
入
、
譲
渡
な
ど
の
所
得
の
あ
っ
た

人
で
す
。

給
与
所
得
の
み
の
人
は
、
原
則
と
し

て
申
告
の
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
勤

務
先
で
市
役
所
に
給
与
支
払
報
告
書
を

提
川
し
て
い
な
い
場
合
は
、
本
人
が
申

倍
を
し
て
く
だ
さ
い
。

出
張
の
受
け
付
け
は
２
月
的
日
か
ら
為

生申
告
の

記
入
の
し
か
た
は

口
●
●
●
●
●
●

口
忘
れ
な
い
で
／

ー

○

別表）

○
社
会
保
険
料
、
国
民
健
康
保
険
税

国
氏
年
金
の
領
収
証
害
ま
た
は
納

税
証
明
書

○
医
療
黄
を
支
払
っ
た
領
収
耆

○
生
命
保
険
、
簡
易
保
険
の
証
書
お

よ
び
領
収
書

な
ど
で
す
。

と き

|兵前lOIIf～
午後3時まて

と き

|兵前lOlIf～
午後3時まて

と

上君田集会11

若栗公民館

赤浜出

日 と り

2H19日附
|､､君田老ﾉ、

クラブ会館
~ 五

大能生活改善
センター

隙｜ 都市セ

下組公民館

楢川 |､学椴

中戸I |公民館
2月20日闇I ノノ

々ー
／

| ~|く公民館調口公民館

北組公民館

秋’2月23日(月） 〃

秋山中公民館1,手綱公民館

高戸公民館

2月24日(k)

2月25日㈹

2月26日附

珍

山手公民館南組公民館
…

〃

申
告
書
用
紙
は
、
日
ど
り
な
ど
に
合

わ
せ
て
順
次
み
な
さ
ん
の
地
域
別
ご
と

に
税
務
課
か
ら
直
接
郵
送
す
る
こ
と
に

な
っ
て
い
ま
す
。

確
定
申
告
（
所
得
税
）
を
し
た
方
は

市
県
民
税
の
申
告
は
必
要
あ
り
ま
せ
ん
。

市
県
民
税
（
確
定
申
告
も
含
む
）
の

申
告
を
さ
れ
た
方
は
、
個
人
事
業
税
の

申
告
は
し
な
く
て
も
よ
い
こ
〃
と
に
な
っ

て
い
ま
す
。

申
告
に
つ
い
て
の
お
問
い
合
わ
せ
は

税
務
課
（
電
話
ｅ
二
一
三
内
線
一
二

一
～
一
二
五
）
へ
ど
う
ぞ
。

島名公民館石滝公民館行人塚集会所

艤雌蕊, 衞明町集奮闘駒木原篤会所

行人塚巣会所石滝公民館

申
告
の
用
紙
は

直
接
あ
な
た
に
郵
送

2月27日俗 〃

2月16日～

3月16日迄

〃日 （1二曜

日め午後、

日H1M4Hは除午前8時30分～
午後5時まで 高 萩 市 役 所〈 ）

ただし、 3

月15日旧)は

平常とゞおり

受付いたし
幸圭

エヲ 。

〕

）

務 課脱

｜
年
間
の

○
税
金
と
年
金
の
納
期

12 月 10 月2 月 1 月 11 月 2 且」 湘
一
細
瀝
霊
恥
辮

市
県
民
税
（
４
期
）

国
民
健
康
保
険
税
（
４
期
）

国
民
健
康
保
険
税
（
３
期
）

市
県
民
税

国
民
年
金

～一

国都固 国都固
一
固
定
資
産
税

一
都
市
計
画
税

走
資
市
計
民
↑

定
資
産

市
計
画

民
年産

税
画
税
干
金 金税税

（
４
期

（
３
叩
塑

（
３
期
）

４
胡

2

期
一五

ｏ
期
） 2期）

L
勺ノT

J／上 2／1 12／25 11／30 10／31 9／30

(2)

月
市
県
民
税
（
２
期
）

国
民
健
康
保
険
税
（
２
期
）

８
（
本
算
賦
課
）

8/31 7/31 ‘/3， ｜ ‘/‘ 4/30
納
期
限月/白

6 月

軽
自
動
車
税

国
民
健
康
保
険
税

（
暫
定
賦
課
）

市
県
民
税

国
民
年
金

丁了 ｜ 了筌
期期
一′ 、一

5 月 4 月

市
税
お
よ
び
年
金

1期’ ’

妙医
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4蒜

Ｊ
何
、
ｆ
、
ｊ
か
＄
ｔ
ｊ
Ｆ
、
ｔ
Ｊ
ｎ
、
Ｉ
Ｊ
Ｐ
、
ｔ
Ｊ
毎
、
９
、
叩
か
も
ｔ
Ｊ
砂
も
り
、
Ｍ
ｐ
１
１
Ｊ
ｎ
、
。
、
Ｊ
御
、
ｔ
Ｊ
ｎ
１
？
、
Ｊ
ｎ
６
今
、
噸
向
、
今
、
：
、
ザ
、
亜
Ｐ
、
。
、
Ｊ
ｒ
１
Ｌ
Ｊ
Ｐ
１
ｔ
Ｊ
Ｆ
、
ｔ
Ｊ
猫
、
や
、
船
り
く
儲
、
１
Ｊ
抑
、
◆
、
Ｊ
掴
、
ｔ
Ｊ
Ｆ
Ｖ
ｆ
、
認
、
９
３
伊
、
◆
、
月
、
ｆ
、
秒
毎
、
◆
、

圃得 が一にそなえ ○○○○

豆1

申
告
は
お
早
め
に

しましょう族そろって加

2月から県民交通災害共済受け付け

の
間
に
、
ま
た
、
所
得
税
の
確
定
申
告

害
は
二
月
十
六
日
か
ら
三
月
十
六
日
ま

で
の
間
に
提
出
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い

ま
す
。毎
年
の
こ
と
で
す
が
、
期
限
間
近
に

な
り
ま
す
と
申
告
相
談
会
場
は
大
変
混

雑
し
、
落
ち
着
い
て
相
談
が
で
き
な
か

っ
た
り
、
長
い
時
間
侍
っ
て
い
た
だ
く

こ
と
に
な
り
か
ね
ま
せ
ん
。
申
告
は
で

き
る
か
ぎ
り
お
早
く
済
ま
せ
る
よ
う
に

’
し
一
Ｌ
ノ
、
お
）
蚤
」
八
０

み
な
さ
ん
は
、
Ⅲ
分
や
家
族
が
交
迪

事
故
に
あ
う
こ
と
を
「
ま
さ
か
…
…
」

と
い
う
よ
う
に
考
え
て
い
な
い
で
し
ょ

う
か
。
し
か
し
、
交
通
事
故
は
一
瞬
の

間
に
起
こ
り
ま
す
。

事
放
に
あ
っ
た
人
や
家
族
の
誰
も
が

訴
え
て
い
る
こ
と
は
、
損
害
賠
償
の
話

し
合
い
が
長
び
い
て
、
病
院
代
や
当
面
民
交
通
災
害
共
済
が
つ
く
ら
れ
て
い
ま

の
生
活
費
に
困
る
こ
と
で
す
。
す
。
お
と
な
一
人
年
間
六
百
円
、
子
ど

こ
の
よ
う
な
こ
と
に
な
ら
な
い
た
め
も
（
中
学
生
以
下
）
三
百
円
を
払
い
こ

に
、
歩
行
者
も
逆
転
者
も
交
通
マ
ナ
ー
ん
で
お
き
ま
す
と
、
い
ざ
と
い
う
と
き

を
守
っ
て
、
交
通
事
故
に
あ
わ
な
い
よ
に
、
最
高
百
万
円
ま
で
の
見
舞
金
（
表
）

う
注
意
し
あ
う
こ
と
が
第
一
で
す
が
、
を
、
ご
く
簡
単
な
手
続
き
で
す
ぐ
受
け

万
か
一
に
備
え
て
お
く
こ
と
も
大
切
な
と
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

こ
と
で
す
。

事
故
の
痛
ま
し
さ
は
お
金
で
似
え
る
一
団
体
で
加
入
す
る
と

、
一

鈴
神
一
ぼ
碓
賎
訓
唯
注
趣
挿
ぽ
錐
鄙
奄
峠
一
謙
１

℃
七
℃
伽
円
の
報
鎮
途
価
一

ｉ
１
１
；
１
１
申
告
書
は
自
分
で
書
き
ま
し
ょ
う
Ｉ
ｉ
ｉ
ｉ
ｌ
Ｊ

お
と
な
鋤
円
子
ど
も
釧
円

で
見
舞
金
は
最
高
Ⅷ
万
円

ー'

ま
た
、
税
金
が
納
め
す
ぎ
に
な
っ
て
一

い
る
場
合
の
還
付
を
受
け
る
た
め
の
申
一

告
書
は
、
二
月
十
五
日
以
前
で
も
提
出
一

す
る
こ
と
か
で
き
ま
す
か
ら
、
な
る
ベ
ー

く
早
め
に
申
告
し
て
還
付
を
受
け
て
く
一

だ
さ
い
。

な
お
、
還
付
金
は
、
最
寄
り
の
郵
便
一

局
で
受
取
る
か
、
ま
た
は
銀
行
口
座
へ
一

振
込
む
こ
と
も
で
き
ま
す
の
で
、
申
告
一

書
に
受
取
る
場
所
を
ご
記
入
く
だ
さ
い
。
一

（
日
立
税
務
署
）
一

事故にあった場合の見舞金(表）

兇舞金額

100万円

25万円

等級

1

等級

1

災害区分

死 亡

}台療実日数
181日以上
〃

151日以上
〃

121日以上
〃

91日以 上
〃

61日以上
〃

41日以上
ノノ

21日以上
〃

8日以上
〃

3日以上

22

18万円
３
４
５
６

３

4 15万円

10万円

8万円一一一一一

6万円
言
」
の
災
害
共
済
に

加
入
す
る
に
は

呂
ロ
ヴ
“
：
０
，
．
．
里
。
，
．
ｑ
，
。
．
ｂ
，
ｂ
‐
Ｌ
０
ト
ト
ｂ
Ｄ
ｂ
Ｐ
ｈ
‐
旧
Ｆ
Ｌ
シ
Ｐ
』
Ｆ
ロ
“
Ｐ
〃
◇
苫
。
Ｐ
“
。
。
ロ
ム
。
ワ
ー
、
ロ
．
ロ
▼
、
。
．
“
．
‐
，
，
；
や
…
，
，
Ｄ
Ｐ
Ｐ
，
ト
ト
Ｕ
Ｄ
Ｐ
ｒ
Ｆ
ト
ロ
Ｆ
ロ
．
。
：
ロ
一

こ
の
交
通
災
害
共
済
は
、
一
年
ご
と

の
更
新
で
す
か
ら
、
今
加
入
し
て
い
る

方
は
、
三
月
三
十
一
日
で
期
限
が
き
れ

ま
す
。五
十
六
年
度
分
（
四
月
一
日
か
ら
一

年
間
）
の
受
け
付
け
は
、
二
月
二
日
か

ら
市
役
所
市
民
相
談
室
窓
口
で
行
っ
て

お
り
ま
す
。
加
入
申
込
書
に
現
金
を
添

え
て
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

加
入
で
き
る
方
は
、
住
民
登
録
が
さ

れ
て
い
る
方
で
、
外
国
人
（
登
録
し
て

あ
れ
ば
）
で
も
加
入
で
き
ま
す
。

県
民
交
通
災
害
共
済
に
つ
い
て
の
お

問
い
合
わ
せ
は
、
市
民
相
談
室
（
電
話
ｅ

二
一
二
内
線
二
一
九
）
へ
ど
う
ぞ
。

７

加
入
し
て
い
な
い
方
や
、
常
会
、
子

ど
も
会
、
団
体
、
事
業
所
な
ど
で
も
加

入
で
き
ま
す
。
団
体
で
加
入
し
ま
す
と
、

加
入
推
進
協
力
者
報
償
金
と
し
て
、
加

入
者
一
人
に
つ
き
、
二
十
円
が
支
払
わ

れ
ま
す
。

4万 聖８
’
９

ー
2万円

1万円10

牙1本陣吉菅

1級・ 2級該当
30万円身|蹄

澱F1勤車安全運転センター所長の発行する

1'i,'it証明が必要ですので、事故の場合は

かならず警察署に1, | |けてください。

※躯放証明か．ない事故は、 9等級（2万円）
士－7匂､一〆､寺
手皇L フ･

雨需享市政モニターを募集
三譲圭｣志望側

Ｌ
』

一
一

一

一

一
肩

ﾄ

蘇雨|順と言二

卜の回答・連絡会議の出席市では、 56年度の市政モニターを募集します。

募集の内容は次のとおりです。

○資格市内に居住していて公職をもたない人で、

市政モニター未経験者に限る。

。募集の人員 20名

○任期56年4月1日から57年3月31日まで､の1

年間。

。モニターの活動内容市政に対する意見･要望．

情報の提#」

など｡

ア、／今

’

○応募の方法はかきに住所・氏名・年齢・職業

を記入して郵送のこと。電話でも結構です。

○応募の締め切り 3月20日まで

○申し込み先高萩市本町1 100 高萩11j役所

市長公室広報広聰係（電話③2111内線219または

235）へどうぞ。

I
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々、

一
、
一
月
《
圭
吉
向
ノ
、

明
る
い
窓
の

大
き
な
夢
の

二
山
に
は
白
い
雲
が
わ
き

か
か
や

野
に
は
緑
が
輝
い
て

光
あ
ふ
れ
る
こ
の
丘
に

さ
と
く
豊
か
に
わ
が
友
と

進
も
う
ぼ
く
ら
進
も
管
７
わ
た
－

君
田
小
学
校

｝

た

ち

一
、
杉
の
木
立
の

大
北
川
は

き
蛍
」
よ
、
７

桔
梗
の
花
の

心
や
さ
し
く

伸
び
よ
う
ほ
く
ら

君
田
小

力
を
あ
わ
せ

字
ぼ
う
ぼ
く
ら

ｊ
君
田
小
の

君
田
小

影
う
つ
す

水
滴
く

し
、
匂
昌
足
詮
弓

紫
に

す
こ健
や
か
に

伸
び
よ
う
わ
た
し

学
校

は

日
に
映
え
る

ま
な
び
や

学
舎
に

・
わ輪
を
つ
な
ぎ

た
く
ま
し
く

学
ぼ
う
わ
た
し

字
校

校
歌
獣

一

作
詞
者
田
山
力
松
さ
ん

作
詞
・
作
曲

二
人
の
横
顔

_ぼく I
校歌を作詞し

た田山さん ’

ヨ

ー

」
’

日
立
市
立
滑
川
小
学
校
教
頭

短
歌
作
風
同
人

歌
集
は
く
ぼ
く

ダ
ム
の
あ
る
里

雲
よ
さ
よ
う
な
ら
発
行

主
な
作
品
多
賀
町
子
ど
も
会
の
歌

豊
浦
幼
稚
園
歌

中
郷
幼
稚
園
歌

作
詞
者
の
こ
と
ば
立
派
な
校
舎
と
忠

ま
れ
た
美
し
い
自
然
の
中
で
、
大
き

な
夢
を
見
、
す
く
す
く
と
育
ち
ゆ
く

応
募
者
は
９
名

作
品
は
肥
点

昨
年
四
月
統
合
校
と
し
て
開
校
し
た

君
田
小
学
校
の
校
歌
が
で
き
ま
し
た
。

こ
の
校
歌
は
、
上
君
田
小
と
下
君
田

小
学
校
が
統
合
さ
れ
、
六
月
に
一
般
か

君
田
小
の
子
ど
も
達
の
幸
せ
を
願
っ

て
歌
詞
を
つ
く
り
ま
し
た
。

作
曲
者
額
賀
松
吉
さ
ん

日
立
市
立
久
慈
・
南
高
野
幼
帷
刷
長

茨
城
県
吹
奏
楽
連
盟
副
理
事
長

蕊
一

蕊
鐘

癖

!.

鍵
鐸
議
灘
議

露
羅
韓
篭
鰻
ｒ

作曲をした

額賀さん3月7日の発表会を前に和地・大川先生の指導で新しい校歌の
練習をしている君田小の児童

ら
募
集
を
し
て
い
た
も
の
で
、
市
内
や

市
外
か
ら
九
名
の
応
募
者
が
あ
り
、
十

八
点
の
作
詞
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

校
歌
の
審
査
は
、
学
校
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
、

市
教
育
委
員
会
に
よ
っ
て
慎
重
に
行
わ

れ
、
作
詞
は
、
日
立
市
立
滑
川
小
学
校

教
頭
田
山
力
松
さ
ん
に
き
ま
り
ま
し
た
。

作
曲
は
、
も
と
日
立
市
立
久
慈
中
学

校
長
の
額
賀
松
吉
さ
ん
で
す
。

略
歴
昭
一
四
・
三
茨
城
師
範
学

校
を
卒
業
し
、
教
職
生
活
四
○
年
、

久
慈
中
学
校
長
を
最
後
に
退
職
す
る
。

主
な
作
品
松
丘
高
校
歌
、
幼
小
中
の

園
校
歌
、
茶
摘
乙
女
（
Ｎ
Ｈ
Ｋ
放
送
）

湯
の
岳
小
唄
（
レ
コ
ー
ド
）
他

作
曲
者
の
こ
と
ば
「
戦
時
中
、
｜
時

君
田
に
疎
開
し
た
私
は
、
往
時
を
し

の
び
、
君
田
小
の
子
ど
も
た
ち
が
、

明
る
く
元
気
に
成
長
す
る
こ
と
を

心
か
ら
願
い
、
作
曲
し
ま
し
た
。

統
合
さ
れ
た
上
・
下
君
田
の
小
学
校

は
、
上
君
田
小
学
校
が
古
く
、
明
治
六

年
六
月
一
日
に
学
制
発
布
に
よ
り
廃
寺

の
台
山
寺
に
開
設
し
、
寺
小
屋
式
の
授

業
が
始
ま
り
で
す
。

下
君
田
小
学
校
は
、
明
治
十
四
年
七

月
一
日
に
民
家
を
併
用
し
、
上
君
田
小

学
校
の
分
校
と
し
て
創
設
し
た
の
が
始

ま
り
で
、
明
治
三
十
年
一
月
に
、
も
と

の
下
君
田
清
名
平
に
分
校
舎
が
建
て
ら

古
い
歴
史
の

上
・
下
君
田
小
学
校

(4)
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ｊ
イ
払
吉
力
松
山
覆
宙
額 罵

露
峠

之

「
上
君
田
小
に
は
校
歌
が
な
い
だ
ろ

う
ｊ
と
言
わ
れ
、
み
ん
な
さ
び
し
い
思

い
を
し
て
い
ま
し
た
。
そ
ん
な
ほ
く
た

ち
に
、
待
ち
に
待
っ
て
い
た
校
欣
が
出

来
ま
し
た
。
校
欣
を
作
っ
て
く
だ
き
っ

た
、
作
詞
、
作
曲
の
先
生
を
は
じ
め
、

学
校
の
先
生
方
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
の
方
々
、
本

当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

ほ
く
た
ち
は
、
新
し
い
校
歌
の
よ
う
に

た
く
ま
し
く
、
す
こ
や
か
な
子
供
に
な

り
ま
す
。
君
田
小
の
新
し
い
シ
ン
ボ
ル
、 いだ

方丁 ア

あかるい君田小の新し

いシンボル

I

〈 丈 るひ

す き‐2すざのご庭"参一の か ウ” 一う っ す おおぎだ
ｰ

~、
Ⅱ■

臣

－

，か"や
ずな よ

の
は

ｒ
ど
か

土
込
か

り 子
に
く

争
江
の

旬
、
一う
わ
港

お
身
、

＊めの
【よ豆の＊

両､ ．fハ

臘…
た く き－し
すこや一か

匪
〈
lご

ー才

J糸をっを
もら さ ぞ

I P

あわ筵

ざしくよ
ろ
ぎ
．
学
び
毎
鰯
藍
罠
え

…
、
“
“
…
韓
韓
《
、
鞭
、
、
〉
》
、
、
、
、
齢

句
、
心

ち かう近
こ ご うぐ

f0雲
戸

君田小6年
思ろ 鈴木誠一〈

さびしかった貰乏
あのころ なに

子も
fl上 《

I ■ u I ■

ざlきうがと_フ こうノ

ハ

鉄
き
ん
三
隅
建
て
の
校
舎
に
な
っ
た
上
、

今
皮
は
校
欣
も
Ⅲ
来
る
と
い
う
話
を
聞

い
た
と
き
は
と
て
も
う
れ
し
か
っ
た
。

私
た
ち
に
と
っ
て
夢
に
ま
て
見
た
初

め
て
の
校
歌
．
君
田
小
に
ふ
さ
わ
し
い
、

か
つ
た
の
で
、
と
て
も
さ
び
し
か
っ
た

こ
の
校
歌
に
は
じ
な
い
よ
、
「

君
川
小
学
校
に
な
り
、
す
ば
ら
し
い

上
君
川
小
学
校
の
と
き
は
、
校
欣
が
な

に
な
、
ノ
た
い
と
田
心
い
よ
｛
９

）
け
ず

へ
）

i識蹄悪

い
（

爵 “鐸

苦
し
い

Ｕ
明
る
い

君田小6年

佐川ひとみさん

術

“
”
ゞ
輪
》
蟻
繊
恥
卒
佐

“ク

出軸

串

（

琳
叩
恥
叩

「
哲
也
ち
ゃ
ん
、
君
田
小
学
校
に
校

歌
が
出
来
た
ん
だ
よ
凶
と
、
妹
が
喜
び

を
か
く
し
き
れ
な
い
表
情
で
、
家
族
に

話
し
た
の
が
冬
休
み
間
近
い
日
で
し
た
。

私
の
母
校
上
君
田
小
学
校
に
は
、
校

校
て
い
る
う
ち
君
田
小
に
ふ
さ
わ
Ｌ

て
校
歌
を
教
え
て
い
た
だ

研
究
論
文
と
校
歌

現
在
の
君
旧
小
の
児
茄
数
は
、
一
年

生
か
ら
六
年
生
ま
で
七
十
七
満
で
、
今
ま
た
、
大
友
善
且
校
踵
ほ
か
全
数
員

年
卒
業
す
る
六
年
生
の
児
童
は
、
わ
ず
が
一
丸
と
な
っ
て
、
「
統
合
枝
の
毅
育
目

か
な
期
間
（
約
三
か
川
）
で
は
あ
り
ま
橡
の
設
定
と
川
一
〈
現
化
の
た
め
の
実
践
」

す
が
、
新
し
い
校
欣
を
稗
い
、
お
ぼ
え
と
腿
し
た
伽
文
の
州
究
を
進
め
、
み
ご

て
中
学
に
進
学
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
と
雌
か
ら
優
良
賞
を
受
け
る
な
ど
、
枝

教
頭
の
大
塚
側
弘
さ
ん
は
、
「
卜
．
散
と
今
わ
せ
二
重
の
喜
び
と
な
っ
て
い

下
君
田
小
学
校
は
、
古
い
歴
史
が
あ
り
ま
す
。

多
く
の
児
童
が
卒
業
し
て
い
ま
す
が
、
こ
の
研
究
は
、
教
育
の
目
標
を
設
定

統
合
校
に
な
っ
て
新
し
い
校
欣
が
で
き
す
る
た
め
の
実
態
調
査
、
設
定
の
手
順
、

て
う
れ
し
い
こ
と
で
す
。
と
く
に
、
喜
具
現
化
の
方
策
、
そ
し
て
具
体
的
な
実

ん
で
い
る
の
は
、
も
と
の
上
君
田
小
学
朕
な
ど
、
統
合
校
の
研
究
の
実
践
を
ま

枝
の
児
童
で
し
ょ
う
。
校
歌
が
な
か
つ
と
め
た
論
文
で
す
“

謹
霊
蕊
蕊
毎
蕊
溌
漁
睡
溌
溌
母
溌
蕊
騨
壷

か
つ
こ
よ
く
、
明
る
い
校
歌
が
出
来
る
歌
が
な
か
っ
た
た
め
、
い
や
な
時
が
何

こ
と
を
願
っ
た
。
回
も
あ
り
ま
し
た
。

十
二
月
二
十
三
日
、
先
生
か
ら
初
め
校
歌
を
口
ず
さ
む
と
、
明
る
い
君
田

心
初
め
校
歌
を
口
ず
さ
む
と
、
明
る
い
君
田

れ
ま
し
た
ｃ

歌を

たいせつに

歌
な
の
で
と
て
、
も
、
う
れ
し
イ
＼
な
つ
，
《

校
歌
が
な
か
っ
た

上
君
田
の
小
学
校

た
。
歌歌
っ
の
自
然
が
目
に
浮
か
び
ま
す
。
や
っ
と

」
い
よ
出
来
た
校
欧
を
大
切
に
し
て
く
だ
さ
い
。

ろ
た
。
校
欣
の
完
成
は
、
君
田
小
の
新
し
い

２
ん
発
展
の
象
徴
と
も
い
え
ま
す
。
み
ん
な

中
く
で
協
力
し
、
校
湫
を
通
し
て
大
き
な
輪

鍔
型
を
広
げ
、
夢
と
希
望
に
あ
ふ
れ
る
君
田

業
川
っ
子
に
な
る
こ
と
を
期
待
し
ま
す
。

た
そ
う
で
す
か
ら
：
．
：
．

昼
と
、
校
歌
が

で
き
た
喜
び
を
話
し
て
い
ま
し
た
。

のびのびと

よい子になって

校
歌
の
光
成
、
お
め
で
と
う
ご
ざ
い

重
の
喜
び

、
）－

1噸
蕊霧

卒業生(君中3）

宇野京子さん

君
田
小
で
は
、
新
し
い
校
歌
の
発
表

会
を
前
に
、
全
児
童
が
、
和
地
節
先
生

の
ピ
ア
ノ
伴
奏
と
大
川
博
子
先
生
の
指

揮
で
校
歌
合
哨
の
仲
習
を
し
て
い
ま
す
。

校
欣
の
披
ろ
う
発
表
会
は
、
三
月
七

日
に
君
田
中
と
君
田
小
の
間
に
建
設
さ

れ
て
い
る
新
し
い
体
育
館
（
二
月
末
に

は
完
成
）
で
行
う
こ
と
に
な
っ
て
い
ま

す
。

ま
た
、
発
表
会
に
は
、
君
田
中
生
徒

の
合
唱
や
高
萩
中
生
徒
の
吹
奏
楽
の
出

場
も
予
定
さ
れ
、
今
、
君
田
小
学
校
で

は
、
校
歌
の
練
習
や
被
ろ
う
発
表
会
の

準
備
に
お
わ
れ
て
い
ま
す
。

塞
蕊
》
鍵
篝
篝
譲
》
蕊
鍵
》
鑑
識
騨
蕊
蕊

児
童
数
は
少
な
い
が
、
新
校
舎
、
新

体
育
館
、
広
々
と
し
た
運
動
場
で
、
懸

命
に
が
ん
ば
っ
て
、
校
歌
の
よ
う
に
素

晴
ら
し
い
子
供
に
な
る
こ
と
を
希
望
し

士
ナ
、
才
ｙ
ｏ

ま
す
。今
に
も
、
七
十
七
名
の
元
気
な
歌
声

が
、
大
空
か
ら
聞
え
て
く
る
よ
う
な
気

か
し
ま
す
。
君
田
の
す
ば
ら
し
い
自
然

と
、
め
ざ
す
目
標
が
よ
く
わ
か
る
と
て

も
よ
い
校
歌
で
す
。

み
な
さ
ん
一
人
一
人
が
、
こ
の
校
歌

の
よ
う
に
、
の
び
の
び
と
心
や
さ
し
く

健
や
か
に
成
長
し
て
欲
し
い
と
思
い
ま

羊
ｑ
ノ
。

３
月
７
日
に

校
歌
の
発
表
会

(5)
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新春マラソン大会

400人全員が完走
さ
る
１
月
ｎ
日
、
第
６
回
新
春
高
萩

市
マ
ラ
ソ
ン
大
会
が
行
わ
れ
、
約
４
０

０
名
が
参
加
し
ま
し
た
。

今
年
は
、
駅
前
を
ス
タ
ー
ト
、
体
育

館
前
ゴ
ー
ル
と
す
る
５
キ
ロ
、
ｍ
キ
ロ

と
新
ら
た
に
Ⅳ
キ
ロ
の
親
子
の
部
が
加

わ
り
全
員
完
走
し
ま
し
た
。

車
イ
ス
で
十
王
町
の
鈴
木
昭
一
さ
ん

や
体
の
不
自
由
な
大
山
毅
さ
ん
も
５
キ

ロ
の
部
に
参
加
。
見
物
客
か
ら
声
援
を

十王町の鈴木さんは車イスで参加

《
一
一

鈴木さんと大山さん

受
け
み
ご
と
完
走
し
ま
し
た
。

成
績
は
次
の
と
お
り
で
す
。

Ⅲ
キ
ロ
ー
【
高
校
】
①
安
嶋
政
吉
②
宮

島
昭
司
③
市
毛
竜
一
而
歳
以
下
】
①

小
野
正
人
②
鈴
木
宏
美
③
小
沼
博
而

歳
以
下
】
①
長
岐
治
雄
②
板
垣
正
義
③

津
谷
順
三
５
キ
ロ
【
中
学
男
子
】

①
大
森
裕
次
②
三
代
和
彦
③
鈴
木
義
広

【
中
学
・
高
校
女
子
】
①
神
長
妙
子
②

伊
佐
次
清
美
③
豊
田
佳
代
己
般
女
子
】

①
藤
田
蝶
子
②
坂
本
み
か
子
③
細
貝
芙

沙
子
【
卵
歳
以
下
】
①
大
越
要
三
②
羽

田
哲
夫
③
佐
藤
達
夫
訂
歳
以
上
】
①

増
井
勝
信
②
赤
津
賀
己
③
白
石
慎
蔵

７
キ
ロ
－
【
親
子
】
①
金
成
勝
明
・
秀

敏
②
和
知
童
・
英
明
③
佐
藤
国
夫
・
匡

ー

一
出
初
め
式

団
員
畑
名
が
参
列

恒
例
の
消
防
出
初
め
式
が
、
１
月
ｕ

日
市
役
所
前
通
り
で
、
消
防
分
団
員
約

４
０
０
名
が
参
加
し
て
行
わ
れ
ま
し
た
。

今
年
は
、
午
前
８
時
鋤
分
か
ら
式
典

が
始
ま
り
、
市
長
観
閲
の
あ
と
第
二
、

第
六
分
団
に
配
置
さ
れ
た
新
車
披
ろ
う

の
あ
と
、
同
分
団
の
代
表
演
技
も
あ
り

日
ご
ろ
の
訓
練
を
披
ろ
う
し
ま
し
た
。

ま
た
、
永
年
消
防
に
功
労
さ
れ
た
方

や
、
分
団
を
退
団
さ
れ
た
方
な
ど
の
表

彰
も
行
わ
れ
ま
し
た
。

午
前
皿
時
訓
分
す
ぎ
式
典
の
あ
と
、

各
分
団
が
消
防
自
動
車
に
乗
り
市
内
を

行
進
し
て
幕
を
閉
じ
ま
し
た
．

今
年
も
多
か
っ
た

晴
れ
着
姿
の
成
人
式

１
月
妬
日
に
第
”
回
成
人
式
が
、
市

文
化
会
館
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

式
典
は
、
午
前
加
時
か
ら
ｎ
時
ま
で

行
わ
れ
、
男
１
３
８
、
女
１
５
２
名
の

計
２
９
０
名
が
出
席
。
市
長
や
来
賓
あ

い
さ
つ
の
あ
と
、
成
人
者
を
代
表
し
て

小
林
文
仁
さ
ん
Ｉ
駒
木
原
Ｉ
が
答
辞
を

の
べ
、
最
後
に
市
民
の
歌
を
合
唱
し
て

式
典
を
終
わ
り
ま
し
た
。

今
年
も
、
あ
い
か
わ
ら
ず
晴
れ
着
姿

が
め
だ
っ
た
成
人
式
で
し
た
が
、
午
後

１
時
訓
分
か
ら
の
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
コ
ン

サ
ー
ト
を
熱
心
に
鑑
賞
し
て
い
ま
し
た
。

成
人
式
に
出
席
さ
れ
た
み
な
さ
ん
に

〃
成
人
ブ
ッ
ク
〃
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
し
ま

し
た
。

ー

鍵

１
月
Ⅳ
日
と
塑
日
の
２
日
間
、
高
萩

ビ
ー
チ
ガ
ー
デ
ン
ス
ケ
ー
ト
場
で
、
ス

ケ
ー
ト
教
室
が
開
か
れ
ま
し
た
。

参
加
し
た
の
は
、
親
子
な
ど
１
２
０

名
で
初
級
、
中
級
、
上
級
に
別
か
れ
、

熱
心
に
指
導
を
受
け
て
い
ま
し
た
。

「
初
め
て
ス
ケ
ー
ト
靴
を
は
き
ま
し

た
け
ど
、
足
が
つ
か
れ
ま
す
ね
。
こ
ろ

ん
じ
ゃ
っ
た
け
ど
、
終
り
ご
ろ
は
な
ん
と

か
滑
れ
た
み
た
い
酉
と
初
め
て
ス
ケ
ー

ト
を
し
た
主
婦
Ａ
さ
ん
は
感
想
を
一
言

な
か
に
は
、
上
達
が
早
い
チ
ビ
ッ
子

が
ス
イ
ス
イ
滑
く
る
姿
も
み
ら
れ
ま
し

た
が
、
初
心
者
が
多
く
、
こ
ろ
ん
だ
り

す
る
光
景
が
み
ら
れ
ま
し
た
。

な
ん
と
か

す
べ
り
ま
し
た

(6)
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「
勤
労
青
少
年
ホ
ー
ム
は
２
年
ぐ
ら

い
前
か
ら
利
用
し
て
い
ま
す
。
現
在
は

ダ
ン
ス
ク
ラ
ブ
に
所
属
し
て
い
ま
す
け

ど
、
以
前
は
茶
道
教
室
に
も
入
っ
て
い

…

市
民
駅
伝
に
死
チ
ー
ム
が
参
加

一
般
優
勝
は
日
本
加
工
製
紙

鋲

…

●鳴溌

“溌埼。

蕊

さ
る
皿
月
創
日
、
第
鯛
回
高
萩
市
民
一
市
営
住

駅
伝
大
会
が
、
市
役
所
ス
タ
ー
ト
、
ゴ
ー
込
み
の
受

ｌ
ル
と
す
る
釧
・
６
キ
ロ
の
コ
ー
ス
で

罐蕊※割箭、

、
。
謂
職
、
．
径

行われました。

宗：議篭

参
加
し
た
の
は
、
一
般
鴫
、
高
校
Ｍ
一
々
《
》
癖
鰯
』
”
“
蝉

中
学
８
、
壮
年
９
、
オ
ー
プ
ン
６
チ
ー
一

一

ム

ム
の
計
兜
チ
ー
ム
で
、
中
学
、
壮
年
が

一

、
区
間
、
そ
の
他
が
６
区
間
に
分
け
全

一一

チ
ー
ム
が
完
走
し
ま
し
た
。

成
績
は
次
の
と
お
り
で
す
。

▽
一
般
の
部
①
日
本
加
工
製
紙
②
高

萩
Ａ
Ｃ
③
Ｎ
Ｋ
労
組

▽
高
校
の
部
①
高
萩
工
高
サ
ッ
カ
ー

？

②
松
丘
高
③
高
萩
工
高
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
Ｔ

▽
中
学
の
部
①
高
萩
中
Ａ
②
秋
山
中

錐

Ａ
③
高
萩
中
Ｂ

▽
壮
年
の
部
①
高
萩
健
志
会
②
島
名

走
ろ
う
会
③
ハ
イ
コ
ー
ト

ま
し
た
。
」
と
語
る
宇
野
昌
子
（
塑
歳
）
ち
と
語
り
合

さ
ん
。
え
て
楽
し
い

宇
野
さ
ん
は
現
在
、
勤
労
青
少
年
ホ
で
す
よ
。
」

ｌ
ム
利
用
者
友
の
会
の
推
進
委
員
を
し
「
趣
味
で

て
い
る
。
す
か
。
今
は

「
青
少
年
ホ
ー
ム
と
い
う
と
、
何
と
な
に
に
で
も

な
く
堅
い
イ
メ
ー
ジ
か
あ
り
ま
す
け
ど
挑
戦
し
て
み

中
で
活
動
し
て
み
る
と
同
世
代
の
人
た
ヨ
ッ
ピ
ン
グ

挑
戦
し
て
み

市
営
住

い
ろ
ん
な
事
に

挑
戦
し
て
み
た
い

ー

た
い
で
す
ね
。
休
日
は
シ
Ⅲ

ヨ
ッ
ピ
ン
グ
を
し
た
り
、
友
人
と
会
っ
Ⅲ

た
り
楽
し
く
す
ご
し
て
い
ま
す
酉

「
結
婚
は
ま
だ
先
の
こ
と
で
す
よ
。
Ⅲ

や
り
た
い
こ
と
が
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
川

か
ら
ね
。
」
と
、
宇
野
さ
ん
は
さ
わ
や
Ｉ

か
に
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

宅
の
建
設
建
替
え
住
宅
申
し

込
み
の
受
け
付
け
を
し
て
い
ま
す
。

市
営
住
宅
の
議
瀞

蕊
入
居
者
を
募
集

三
一

一

二
一
二
一

一

二

一

二

二

二

二

二
二
一
三
一

二

一

二

一

二

二

二

二

二

一

モ

ご
希
望
の
方
は
、
お
申
し
込
み
く
だ

員
」
い
・

○
受
け
付
け
の
日
ど
り

２
月
妬
日
ま
で

○
界
集
戸
数

第
一
種
住
宅
３
戸
（
５
階
）

第
二
種
住
宅
４
戸
（
５
階
）

○
住
宅
の
内
容

中
層
耐
火
構
造
５
階
建
、
物
置
付

○
家
賃
と
敷
金

家
賃
第
一
種
住
宅

２
２
０
０
０
円
前
後

第
二
種
住
宅

１
８
０
０
０
円
前
後

敷
金
家
賃
の
三
か
月
分

な
お
、
既
設
住
宅
の
空
家
入
居
希
望

者
も
同
時
に
受
け
付
け
し
て
い
ま
す
。

申
し
込
み
は
、
市
役
所
建
設
部
建
設

課
管
理
係
（
電
③
２
１
１
１
内
線
２
７

３
）
へ
ど
箒
う
ぞ
。

高
萩
霊
園
（
市
営
墓
地
）
を
次
に
よ

り
募
集
し
ま
す
。

○
募
集
の
区
画
高
萩
霊
園
は
西
洋
式

妬
区
画
（
６
～
８
㎡
）
、
高
萩
第
２

霊
悶
は
日
本
式
１
５
６
区
画
（
９
㎡

以
内
）
の
計
２
５
１
区
画

○
霊
園
の
所
在
地
高
萩
市
大
字
赤
浜

字
大
久
保
３
６
４
番
地

Ｑ
申
し
込
み
と
手
続
き
弱
年
３
月
陥

日
か
ら
３
月
別
日
ま
で
に
市
役
所
衛

生
課
へ
直
接
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

高
萩
霊
園
の
募
集

３
月
胴
日
か
ら
加
日
ま
で

一
）

○
応
募
の
資
格
▽
市
内
に
住
所
の
あ

る
方
。
▽
市
外
居
住
者
は
、
先
祖
の

墓
地
や
本
籍
が
高
萩
市
に
あ
る
方
。

ま
た
、
高
萩
市
内
に
住
所
を
有
す
る

戸
籍
の
筆
頭
者
、
ま
た
は
世
帯
主
で

あ
る
者
を
霊
園
の
管
理
お
よ
び
管
理

料
納
入
代
理
人
を
指
定
で
き
る
方
。

▽
使
用
場
所
は
、
一
人
１
区
画
で
す
。

○
墓
地
の
使
用
料

西
洋
式
４
９
５
０
０
円

日
本
式
１
７
５
０
０
０
円

管
理
料
は
年
間
西
洋
式
２
，
４
０
０

円
、
日
本
式
３
，
０
０
０
円
で
す
。

○
使
用
場
所
の
決
定
現
地
を
ご
覧
に

な
っ
て
選
ん
で
く
だ
さ
い
。

○
使
用
の
決
定
申
し
込
み
者
が
募
集

区
画
数
を
こ
え
る
と
き
や
、
使
用
場

所
が
競
合
し
た
と
き
は
、
後
日
柚
せ

ん
に
よ
り
使
用
者
を
決
定
し
ま
す
。

く
わ
し
い
こ
と
は
、
市
役
所
衛
生
課

（
電
話
③
２
１
１
１
内
線
２
８
６
）
へ

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

!…
雫
露蕊

…

蕊

(7)
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法
務
大
臣
か
ら
人
権
擁
護
委
員
に
委
嘱

さ
れ
ま
し
た
。

人
権
擁
護
委
員
の
活
動
は
、
人
権
思

想
の
普
及
、
人
権
相
談
、
人
権
侵
犯
事

件
の
調
査
・
処
理
お
よ
び
法
律
扶
助
の

三
つ
が
大
き
な
職
務
と
な
っ
て
い
ま
す

み
な
さ
ん
が
毎
日
の
生
活
を
営
ん
で

い
く
う
え
で
、
こ
れ
は
人
権
問
題
で
は

な
い
だ
ろ
う
か
と
感
じ
た
り
、
法
律
上

ど
の
よ
う
に
な
る
の
か
、
わ
か
ら
な
く

て
困
っ
た
り
す
る
こ
と
が
あ
る
と
思
い

人
権
擁
護
委
員
に

大
和
田
さ
ん
ら
三
人

法
務
大
臣
か
ら
委
嘱

こ
の
ほ
ど
、
市
内
の
一
一

溌織

Ｈ
斑
砥
晋
眠

大和田知之さん

名
の
方
が

雛識
ま
す
。こ
の
よ
う
な
場
合
に
は
、
近
く
の
人

権
擁
護
委
員
に
ご
相
談
く
だ
き
い
。

相
談
は
、
無
料
で
、
自
宅
で
も
棚
談

に
応
じ
て
く
れ
ま
す
。
相
談
の
内
容
に

つ
い
て
は
、
秘
密
を
守
る
こ
と
に
な
っ

て
い
ま
す
。

委
嘱
さ
れ
た
委
員
は
、
次
の
方
々
で

す
。

大
和
田
知
之
さ
ん
Ｉ
有
明
町

電
話
、
二
○
二

鈴
木
広
次
さ
ん
Ｉ
上
君
田

電
話
④
○
一
○
三

字
佐
美
忠
さ
ん
ｌ
安
良
川

電
話
⑤
一
四
八
八

以
上
の
み
な
さ
ん
で
す
。
お
気
懸
に

ご
相
談
く
だ
さ
い
。

〆鼠;欝瀞"γ
鈴木広次さん

ー

宇佐美忠さん

ボーイスカウトに入りませんか…--~一一-~一"~

ボーイ・カブスカウト団員を募集しています。

入団ご希望の万は、早めにお申し込みください。
○資格①カブスカウト 56年度の小学S年以上5年生まで
②ホ イスカウト 56年度の小学6年以上中学3年生まで

○申し込み先

図カブスカウトー高萩市有明町1の104

大内薑代司（電②4202）

図ホーイスカウトー高萩市安良川686（玖台寺）

吉川文隆（電②3340）
図まだはカブ・ボ イとも事務局

○締め切り 2月20日まで

○聿務局ボ イスカウト高萩第1団事務局
高萩市下手綱1 ,508のS鈴木朝夫（電②3891）

最近基本的もルルを守らなりため
死亡事故が激増ﾋﾉてります。
暖安全運転5則'，を実行し，
悲|参な交通事故をなくしましょう。

I

4F 戸閂P HhFロ一宇両 F ん
q 1 4 p p D 4 b h q 4 D q p 卜 4 I D

発

市表
民 に

憲 な
章 つ
を た

守 こ
る と

》、・

刀。
÷

め

州
自
然
を
破
壊
し
て
し
ま
う
よ
う
に
思
わ

州
公
園
化
の
美
名
の
も
と
に
、
紙
屑
と

恥
ア
キ
カ
ン
の
山
を
築
き
、
悪
臭
を
放
ち
、

ﾛ I ﾛ b I b p D 4 q , 卜 4 4 ' p d b L I b q l p P 口 q p 1 4 P q D P b d 卜 卜 4 p P l b h L ｣ b p Ⅱ

岬
た
水
鳥
の
安
全
圏
も
、
お
び
や
か
さ
れ

H

ろ
う
か
。
央
一
一

自
然
は
出
来
る
だ
け
そ
っ
と
し
て
お

く
べ
き
で
あ
る
。

こ
の
あ
た
り
一
帯
は
、
「
天
然
記
念
物

花
賞
暖
帯
温
帯
混
合
自
然
林
」
指
定
を

●
三
ョ
量

二

皇

．

こ

…

こ

こ

Ｅ

迄

‐

酉

コ

ｚ

百

二

号

》
二

コ

弓

二

畳

ｒ

雪

言

言

Ｅ

昌

｝
．
言

重

ｉ

言

．

．
Ｆ

Ｅ
二

、
旨
二

言
．

雪

・

言

ユ

エ

ー

皇
冒

含

含
・
二
二
．

二

二
Ｊ
二
寄
冒
、

三
ｕ
Ｊ
雲
言
冒
こ
可

‘
。
言
言
二

ｊ
量
ざ
扉
冒
ａ

１

ワ

ｒ

ｘ

ｒ

宿

Ｉ

牙

憂

エドヒガン(中央

義
か
ら
い
っ
て
も

数
の
人
達
か

れ
て
な
ら
な
い
。
せ
っ
か
く
居
ず
い

か
ｊ
Ｕ

〆
」正

し
く
な
い
と

め
る
こ
と
だ
る
｝
フ

⑰；大
ぜ
い
の
人
々
は
々
は

I
ー

ま
~フ

知
れ
な
い

Ｆ
■

ー

花
貫
ダ
ム
が
出
来
あ

が
っ
た
時
、
た
く
さ
ん

の
余
っ
た
土
砂
が
、
対

岸
の
ダ
ム
の
す
ぐ
下
に

盛
土
に
な
っ
て
い
る
。

こ
れ
の
流
出
を
ふ
せ

ぐ
た
め
、
土
止
め
を
し

て
、
つ
い
で
に
公
園
を

造
り
、
ダ
ム
の
上
を
あ

る
い
て
行
け
る
よ
う
に

す
る
構
想
が
、
本
紙
に

こ
と
が
あ
っ
た
。

、
公
園
化
に
賛
成

〕
市
民
の
内
、
ご
く
少

自
然
破
壊
に
心
を
い
た

う
。
し
か
し
、
民
主
主

も
、
こ
の
少
数
意
見
は

直
訳
し
て
い
い
も
の
だ

自
然
保
護
？
破
壊
？

五

上
』
１
．
勇

■
弓
昌

画
；

タ

コ

邑
工
ｚ

Ｆ

昌

語

且

晉

工

予

ｒ

ｒ

Ｅ

Ｅ

１

Ｊ

Ｂ

ｐ
五
Ｊ
ｒ
ロ

珸

伊

ご

冒

予

Ｆ

Ｆ

１

Ｙ

８

鈩

呈

ｌ

ｒ

ｚ

画
ｆ

崇

画

定

受
け
ら
れ
る
ば
か
り
に
な

エ
ド
ヒ
ガ
ン
、
カ
ゴ
ノ

し
な
ど
、
全
く
、
貴
重
な
種
類
か
ら
リ

ン
ボ
ク
、
ヒ
メ
コ
マ
ツ
と
い
っ
た
い
ろ

、
ろ
な
も
の
が
、
そ
の
主
体
で
あ
る
。

高
萩
市
市
民
憲
章
の
ト
ッ
プ
に
、
「
自

然
を
た
い
せ
つ
に
し
…
…
」
と
、
あ
る

の
を
、
空
文
に
す
る
努
力
は
、
さ
け
る

べ
き
で
は
あ
る
ま
い
か
。

こ
の
場
所
は
、
土
止
め
が
必
要
な
ら

そ
れ
を
造
り
、
エ
ド
ヒ
ガ
ン
（
丈
夫
で

。
〉
け

長
寿
で
あ
り
、
早
咲
き
で
美
し
い
ピ
ン

ク
の
花
）
あ
た
り
を
植
え
る
く
ら
い
に

し
て
、
あ
と
は
、
そ
れ
な
り
の
自
然
の

植
生
に
ま
か
せ
た
い
も
の
で
あ
る
。

（
高
萩
市
自
然
を
愛
す
る
友
の
会
）

１
番
Ｆ
ｒ
亀
１
コ
ｒ
Ｅ
エ
コ
１
丑
■
…
可
ｔ
夕
矛
３
軍
Ｉ
Ｆ
Ｔ
了

っ
て
い
る
。

キ
、
ハ
ル
ニ

)が淡いピンクに咲いている花貫渓谷 1

雷一～一回戸一一一～～餌→園へ一■■～ﾛへ閑へ劇一一日罰一一一串一＝一…－－一再園ﾛ

(8)
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「
妙
法
寺
過
去
帳
」
に
つ
ぎ
の
よ
う

な
記
事
が
あ
る
。

正
保
三
年
二
六
四
六
）
「
清
伝
霊
、

七
月
二
十
日
、
み
つ
さ
か
に
て
、
こ
ろ

さ
る
ゞ
、
あ
ら
か
は
座
等
」
と
み
え
る
。

安
良
川
に
住
ん
で
い
た
座
頭
が
、
七
月

二
十
日
に
「
み
つ
さ
か
」
で
殺
さ
れ
た

と
い
う
の
で
あ
る
。
こ
の
座
頭
は
な
ぜ

澗触、
63 U､屡丈

健
康
な
肛
年
を
迎
え
ま
し
ょ
う
１
．
い
う
た
く
さ
ん
の
お
金
を
支
払
っ
た
こ

最
近
「
自
分
の
健
康
は
自
分
で
守
り
、
と
に
な
り
ま
す
。

健
康
な
毎
日
を
お
く
る
」
健
康
づ
く
り
こ
の
よ
う
に
、
い
っ
た
ん
病
気
や
け

が
大
き
く
さ
け
ば
れ
て
お
り
ま
す
。
か
を
す
る
と
、
た
く
さ
ん
の
お
金
が
家

医
療
費
は
、
毎
年
激
し
い
勢
い
で
増
計
か
ら
出
費
さ
れ
る
ば
か
り
で
な
く
、

え
て
い
る
こ
と
は
、
新
聞
や
テ
レ
ビ
な
痛
い
お
も
い
を
し
た
り
、
不
愉
快
な
お

ど
て
お
わ
か
り
と
思
い
ま
す
。
こ
れ
は
、
も
い
を
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

高
萩
市
ば
か
り
で
な
く
全
国
的
な
も
の
被
保
険
者
の
み
な
さ
ん
一
人
ひ
と
り

な
の
で
す
。
の
ち
ょ
っ
と
し
た
注
意
で
、
病
気
や
け

当
市
の
昭
和
五
十
四
年
度
の
国
保
で
が
を
し
な
い
工
夫
を
す
れ
ば
、
そ
れ
だ

は
、
被
保
険
者
の
一
世
帯
あ
た
り
一
年
け
家
計
も
助
か
る
し
、
毎
日
快
適
な
生

間
平
均
二
十
七
万
一
千
九
百
六
十
五
円
、
活
が
送
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

一
人
当
り
九
万
五
千
九
百
三
十
七
円
と
今
が
一
ば
ん
寒
い
と
き
で
す
。
か
ぜ

丈
帳
ゞ
嶺
蓋
賑
窪
雰

去

、号

し
か
し
、
こ
の
座
頭
殺
人
事
件
と
関
連

過
蹄
晶
言
…
と
；
島
「
座
頭
が
霞
』 と

り三

三

保
険
医
療
を

’
l
I
l

シ
リ
兼
ズ
国
保

赤浜妙法寺過去帳

（五十二）

志田諄－

、
え
っ
勺

綴

一

》
鋤
ー

国
民
年
金
保
険
料
は
、
今
年
の
四
月

や
け
か
ら
四
千
五
百
円
に
引
き
上
げ
に
な
り

れ
だ
ま
す
。

な
生
こ
れ
は
、
国
民
年
金
の
支
給
額
が
毎

年
引
き
上
げ
ら
れ
る
た
め
、
保
険
料
も

か
ぜ
引
き
上
げ
ら
れ
る
も
の
で
す
。
保
険
料

三

三

三

一
三

三

二

三

三

三

二

三

一

三

一
一
三

三

一

三

三

三

三

三

三

三

一
三

一
一
三

一

三

三

三

三

三

一
三

一

三

Ｆ

い
う
伝
説
が
あ
る
。

」

Ⅲ

堅
破
山
の
ふ
も
と
の
黒
坂
か
ら
中
戸
川

、

連
川
へ
抜
け
る
道
が
あ
る
。
昔
、
あ
る
秋
川

と
の
夕
暮
れ
、
盲
の
あ
ん
ま
が
こ
こ
を
通
川

り
か
か
っ
た
。
か
ね
て
、
こ
の
あ
ん
ま
川

峠
が
小
金
を
懐
中
に
し
て
い
る
の
を
知
っ
川

の
』
て
い
た
一
人
の
悪
者
が
、

こ
の
人
里
は
川

趣
な
れ
た
さ
び
し
い
山
道
に
待
ち
伏
せ
し
Ⅲ

く

震
て
い
た
。
Ⅲ

ｒ

あ
ん
ま
が
来
る
と
、
や
に
わ
に
襲
い
川

る
き
き

け
カ
カ
リ
、
あ
ん
ま
を
殺
し
て
金
を
奪
っ
川

抜
て
逃
げ
て
し
ま
っ
た
。
そ
の
後
、
こ
こ
川

Ｉ坂
を
通
る
人
は
、
と
き
と
き
あ
ん
ま
の
す
Ⅲ

や

黒
、
‐

ら
す
り
泣
く
よ
う
な
声
を
聞
く
と
い
う

、
Ⅲ

肋
そ
し
て
、
そ
の
峠
の
坂
を
座
頭
が
坂
と
Ⅲ

ｊ炉
呼
ぶ
よ
う
に
な
っ
た
と
い
わ
れ
る
。

その①

な
ど
ひ
か
な
い
よ
う
注
意
し
ま
し
ょ
、
７
。

今
月
号
か
ら
〃
国
保
だ
よ
り
〃
を
何

回
か
に
分
け
て
、
国
保
被
保
険
者
の
み

な
さ
ん
と
と
も
に
考
え
て
い
き
た
い
と

思
い
ま
す
。

国
民
健
康
保
険
で
お
気
づ
き
の
点
が

あ
り
ま
し
た
ら
係
ま
で
お
寄
せ
く
だ
さ

い
。
（
保
険
年
金
課
）

国
民
年
金
の
保
険
料

口
座
振
込
み
を
ど
う
ぞ

社
会
福
祉
の
た
め
に

○
山
崎
英
さ
ん
ｌ
有
明
町
三
○
、
○
○
○
円

○
み
と
し
ん
黄
門
会

三
○
、
○
○
○
円

○
ボ
ー
イ
ス
カ
ウ
ト
高
萩
第
一
団

八
、
六
六
○
円

○
日
本
専
売
公
社
高
萩
営
業
所

四
、
七
三
五
円

○
永
谷
園
ク
リ
ス
マ
ス
オ
ー
ク
シ
ョ
ン

三
四
、
五
○
○
円

○
立
正
校
成
会
茨
城
教
会

一
四
六
、
○
○
○
円

母
子
福
祉
の
た
め
に

○
大
和
田
キ
ク
さ
ん
ｌ
有
明
町

二
○
、
○
○
○
円

歳
末
助
け
合
い
に

一
期
分
（
三
ヶ
月
分
）
つ
つ
一
年
間
を

四
期
に
分
け
て
納
め
る
こ
と
に
な
り
ま

す
が
、
｜
期
分
ま
と
め
て
納
め
る
こ
と

が
大
変
だ
と
思
わ
れ
る
方
は
、
毎
月
分

を
銀
行
や
郵
便
局
な
ど
で
自
分
の
口
座

を
つ
く
り
、
そ
こ
へ
振
込
め
ば
毎
月
納

め
た
こ
と
に
な
り
ま
す
。
う
っ
か
り
納

め
忘
れ
た
り
、
未
納
保
険
料
が
た
ま
る

こ
と
は
な
く
、
大
変
便
利
で
す
。
保
険

料
の
口
座
振
込
制
度
を
ぜ
ひ
ご
利
用
く

だ
さ
い
。

く
わ
し
い
こ
と
は
保
険
年
金
課
国
民

年
金
係
へ
お
た
ず
ね
く
だ
さ
い
。

（
電
話
ｅ
二
二
一
～
内
線
二
三
四
）

｢＆
ー

尅
国
民
公
庫
で
は
、
高
校
、
大
学
な
ど

の
進
学
の
た
め
の
「
進
学
資
金
貸
付
」

を
し
て
い
ま
す
。
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

融
資
額
は
、
五
十
万
円
以
内
で
、
融

資
期
間
は
、
高
校
は
三
年
以
内
、
大
学

が
四
年
以
内
で
す
。
利
息
は
、
年
八
・

八
％
で
保
証
人
一
名
以
上
が
必
要
で
、

返
済
方
法
は
、
毎
月
元
利
金
均
等
返
済

で
す
が
、
希
望
に
よ
り
ボ
ー
ナ
ス
月
増

郁
返
済
も
あ
り
ま
す
。

取
り
扱
い
期
間
は
、
四
月
ま
で
で
、

国
民
公
庫
日
立
支
店
か
、
各
金
融
機
関

ま
た
は
、
農
協
、
商
工
会
の
窓
口
で
ご

相
談
く
だ
さ
い
。

○
松
岡
小
児
童
会

六
、
二
三
七
円

○
秋
山
小
児
童
会

二
四
、
二
五
○
円

○
高
萩
高
校
生
徒
会

九
八
、
七
二
七
円

○
秋
山
小
・
大
都
直
吏
君
他
二
名

一
、
六
○
○
円

○
高
萩
商
事
飛
翠
会

一
○
、
二
○
○
円

○
吉
田
加
代
子
さ
ん
ｌ
大
和
町

一
六
、
六
一
五
円

○
サ
ロ
ン
浮
世
絵

七
一
、
○
二
○
円

○
母
子
福
祉
会

二
、
五
一
二
円

○
匿
名
五
、
○
○
○
円

１
１
…
ｉ
Ｉ

国
の進
学
ロ
ー
ン
の
案
内

(9)
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弱
年
度
の
高
萩
市
建
設
工
事
な
ど
の

指
名
願
い
の
受
け
付
け
を
し
ま
す
。

○
受
け
付
け
の
日
ど
り

３
月
２
日
か
ら
３
月
Ｍ
日
ま
で
の
午

前
９
時
か
ら
午
後
４
時
ま
で
で
、
日

曜
日
を
除
き
土
曜
日
は
、
午
前
ｎ
時

ま
で
総
務
部
庶
務
課
で
受
け
付
け
し

ま
す
。
（
県
内
外
者
も
同
じ
日
）

○
申
請
害
の
提
出

担
当
す
る
方
が
直
接
申
請
害
を
持
参

し
て
受
け
付
け
し
て
く
だ
さ
い
・

指
名
願
い
受
付
は
３
月
２
日
か
ら

設
工
事
の

○
指
名
願
耆
や
添
付
書
類

指
名
願
い
の
申
請
様
式
は
、
建
設
省

統
一
様
式
で
す
。
提
出
す
る
書
類
は

次
の
と
お
り
で
す
。

①
納
税
証
明
書
（
地
方
税
、
国
税
）

市
内
の
業
者
は
、
市
県
民
税
、
固

定
資
産
・
都
市
計
画
税
、
国
民
健

康
保
険
税
、
自
動
車
税
な
ど
直
前

２
か
年
分

②
工
事
経
歴
害

③
技
術
者
経
歴
書

春を待つ

かつて高萩、向洋両炭礦の栄えた頃の駅構内も、

今はがらんとして貨車の出入りもなく、芒が生い茂

り、赤さびた線路を渡る北風も－匡冷たく、舂はま

だ遠いのだ。

ノ

ー

品
１

伊藤龍馬 三
三

三

' ' ' ' ' ' ' ' ' ' ' 1 l l l l l l l l l l l l l l l l l l l l l l l l l l l l l l l l l l三
日三

二 ’ -． ← ･' ･- ．‐ ‐ ､－－ 、=－．－〆一一一一 ､=-～－

三 ’

三 ’

おしらせ
ニー

ニニ ､

二二

絵と文

Ⅱ1 [ l l l l II l I l l l l l I l l l l l l Ⅱl l l l l l l I l l Ⅱl l l l l Ⅱ1 1 1 Ⅱl l l l l l l l l Il l l l l l l l l l l l l l l lⅡl l l l [Ⅱ

④
営
業
用
機
械
器
具
一
覧
表

⑤
建
設
業
退
職
金
共
済
組
合
加
入
の

証
明
書

⑥
法
定
外
労
災
補
償
制
度
の
加
入
を

証
す
る
書
面

⑦
建
設
業
許
可
証
明
書

指
名
願
い
に
必
要
な
用
紙
な
ど
は
、

県
建
設
業
協
会
で
、
お
求
め
く
だ
さ
い
・

指
名
願
い
の
添
付
書
類
の
う
ち
、
各

証
明
書
は
、
複
写
機
に
よ
る
写
し
で
も

か
ま
い
ま
せ
ん
。

医
療
費
通
知
の
お
し
ら
せ

高
萩
市
国
民
健
康
保
険
で
は
、
す
で

県内産業別の

最低賃金が変わりました 今月の納税

三

三

三

三

三
昌三

固定資産税1
都市計画税j

国民年金

# 県内の産業別の最低賃金が全面的に改

正され、 12月20日から適用きれました。

改正された最低賃金は、次のとおりです

が、精皆勤手当、通勤手当、家族手当な

どは除かれます。

似食料品製造業 1日3,055円（時間

給382円）し繊維産業 1日 3,020円

(時間給378円）惨木材､木製品､家具､装

備品製造業 1日3,160円（時間給395

円）レパルプ､紙､紙加工品製造業 1日

3,150円（時間給393円）少出版、印刷、

|司関連産業 1日3,120円(時間給390円）

し窯業・土石製品製造業 1日 3,155円

（時間給394円）し機械・金属製品等製

造業および自動車整備業 1日 3,150円

（時間給393円）し卸売業 1日3,140

円（時間給392円)し小売業 1日3,060

円（時間給383円）

注：各産業別に、 この最低賃金の適

用除外職種がありますが､それは､茨城県

最低賃金（1日2,743円、時間給343円）

が適用されます。

くわしいことは、最寄')の労働基準監

督署、 または茨城労働基準局賃金課（電

話水戸24局6215）へおたずねください。

(いずれも4期）
に
行
っ
て
い
る
一
般
の
健
康
保
険
と
同

じ
よ
う
に
、
被
保
険
者
の
み
な
さ
ん
の

大
切
な
保
険
で
支
払
わ
れ
て
い
る
医
療

費
が
、
一
年
間
に
い
く
ら
か
か
っ
た
か

を
お
知
ら
せ
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

こ
れ
は
、
健
康
の
大
切
さ
、
家
庭
や
、
地

域
で
の
健
康
づ
く
り
の
必
要
性
を
よ
り
い

っ
そ
う
高
め
て
い
た
だ
き
医
療
費
を
大
事

に
使
っ
て
も
ら
う
た
め
に
行
う
も
の
て
す
。

お
知
ら
せ
す
る
内
容
は
、
○
医
療
機

関
に
か
か
っ
た
医
療
鷲
の
額
○
市
で

負
扣
し
た
額
（
７
荊
）
○
あ
な
た
の

家
庭
で
負
扣
し
た
額
（
３
割
）
で
す
。

み
な
さ
ん
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お

願
い
し
ま
す
。

』

、
）

立春

3月の日曜診療のお知らせ

道
路
の
水
ま
き
は
や
め
て

道
路
を
歩
い
て
気
が
つ
く
こ
と
で
す

力
よ
く
道
路
に
水
を
ま
い
た
り
、
車

乎
、
、

を
洗
っ
て
い
る
か
た
か
い
ま
す
。

冬
は
、
と
く
に
路
面
が
凍
っ
て
車
な

ど
が
ス
リ
ッ
プ
し
て
、
お
も
わ
ぬ
事
故

と
な
り
ま
す
か
ら
や
め
ま
し
ょ
う
。

内田病院 大和町

大和町

十王町友部

大和町

安良川

(2)21371 日

飯島医院 (2)2235

8 2
幻
６
粥
６
羽
２
０
３
１

-|－ 王医院

樋渡医院

高萩協同病院

(2)220215 日

(3)112222 日

全生堂医院本 町 (2)2306日ワq
~ソ

時間は午前9時から午後4時まで

（10

三


